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（経過）（経過）（経過）（経過）    

平成 29年 9月 17日の夜、当市を襲った台風 18号被害に伴い、各地区で床上（19棟）、

床下（343棟）浸水の被害があった。 

翌日、宮津市から「「「「災害時におけるボランティア活動等に関する協定書」災害時におけるボランティア活動等に関する協定書」災害時におけるボランティア活動等に関する協定書」災害時におけるボランティア活動等に関する協定書」により、「宮「宮「宮「宮

津市災害ボランティアセンター」津市災害ボランティアセンター」津市災害ボランティアセンター」津市災害ボランティアセンター」立上げ要請があり、19日から宮津市福祉センター内で

災害ボランティアセンターを開設し、被災された世帯へ支援を行った。    

 

（活動概要）（活動概要）（活動概要）（活動概要）    

１）開設期間  平成 29年 9月 19日（火）～9月 24日（日）の 6日間 

２）開設時間  9：00 ～ 16：00 

３）開設場所  宮津市福祉センター内 

４）依頼件数  延べ 21件（実依頼件数 17件）  

閉鎖後 3件依頼あり（9/26 1件対応、9/28 2件キャンセル） 

５）ボランティア数 延べ 104名（閉鎖後 4名） 

６）活動場所  主に滝馬、百合ヶ丘、今福、惣自治会 

７）活動内容  床下や庭の泥だし、拭き掃除、室内等の片付けなど 

 

今回、被害地区が限られていたことから、ボランティア募集は、宮津市在住・在勤者と

して募集、ホームページ等を見られた近隣市や他府県の方にも活動に協力いただいた。 

また、京都府社協や京都府災害ボランティアセンターから職員等を終始派遣いただき、

センター運営や活動に協力いただいた。その他、海洋高等学校の生徒・教員計 40名の協力

もあり、被災住宅の片付けや公民館の床下泥だしを地元住民と一緒に行った。 

6日間で延べ 21件の依頼があり、21件全て対応し終了することができた。 

センター閉鎖後は、通常業務の中で、引き続き泥だし等の依頼に対応。1件はボランティ

アを募り対応し、2件は訪問調査の結果、対応困難であったことからお断りした。 

 

（活動の様子）（活動の様子）（活動の様子）（活動の様子）    

   

   


